
小柴自然公園ワークショップ
実施報告

第２・３期エリアの整備に向けて

公園緑地事事業課 特別整備担当

2024年11月26日



小柴自然公園の概要
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1期エリア

２期エリア
(自然環境保全）

２期エリア
(里山空間再生)

３期エリア

・日本海軍施設であった
貯油施設が米軍に接収され、
平成17年に返還される

・平成26年に公園の基本計画を策定

・55haの敷地を３期に分けて整備。
インクルーシブ遊具広場を含む
第一期エリアを令和5年9月に公開

・令和14年の全面公開を目指し整備中



ワークショップ実施の背景
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基本設計の見直し

• 公園基本計画策
定から約10年が
経過し、現在の
ニーズに沿った
計画の検討が必
要

次代を担うこどもた
ちの意見取り入れ

• こどもまんなか社会
の実現に向けた取組
として、こどもたち
の意見を整備計画に
取り入れたい

ワークショップ
の開催

• 1期エリアの整備か
ら協力をいただいて
いる近隣小学校を対
象にワークショップ
開催を計画

こどもたちの意見を整備計画へ反映させるとともに、参加してくれたこどもたちが
地域の環境や歴史、文化への興味を高めることを目指してワークショップを開催



実施の概要

日時：令和６年11月15日（金）

場所：小柴自然公園第２期エリア

内容：整備前の公園予定地を視察し、こどもの目線で小柴自然

公園の見どころ等をシートに記入しグループで意見交換を

行う。

参 加 者：横浜市立並木第四小学校

６年生１組（16名）、２組（19名） 計35名
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実施の状況

タイムスケジュール・見学マップ
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9:00-9:15 教室にて小柴自然公園について説明
9:15 トイレ休憩、準備
9:30 移動
9:45 集合場所到着、作業内容説明、班分け
10:10 2期エリア到着
55分 現地ワークショップ（適宜休憩）
11:05-11:30 学校へ移動、適宜トイレ休憩
30分 まとめ、発表
12:00 終わりのあいさつ
12:10 閉会



実施の状況

アイデアビンゴ

・各地点ポイントごとに特徴的

な地形や文化について説明

・「気になる植物」や「やって

みたいこと」等が書かれた枠に

コメントを自由に記載

・グループごとに小柴自然公園で

こんなことができたらいいのでは？

というアイデアを共有、発表
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実施の状況
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普段は入れない場所
にみんなワクワク！職員から説明を聞く児童

の皆さんは真剣そのもの

出発前の事前説明 第２期エリアゲート入場

トンネル遺構に先生
方も興味津々

トンネルの入り口見学

当日は雨予報でしたが何
とか天気持ちました！

地形や生物の説明



実施の状況
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各グループでの活発
な意見交換

教室での意見交換 グループごとの発表

意見のまとめ



いただいたご意見（一部）

• 自然を体感できる場所にしてほしい。自然を残しつつ整備してほしい
• 休憩所や自動販売機が必要
• ツリークライミング、崖を活かしたボルダリングやターザンロープの遊具
• リフトがほしい

整備に関すること

• スタンプラリー、生き物観察ツアーなど体験できると楽しい
• 自然を活かした遊びができると良い
• トンネルを利用したお化け屋敷
• 崖アート（プロジェクションマッピング等）

利用に関すること

• 妊婦さんやお年寄りなどどなたでも安心して遊びに来られる公園だと良い
• 公園内での移動がスムーズにできると良い
• ホタルを見たい

その他
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引き続き地域の方々のご意見を取り入れながら整備を進めます
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